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火
災
現
場
を
す
ぐ
キ
ャ
ッ
チ

消
防
・
救
急
車
の
誘
導
に
威
力

市
消
防
本
部
で
は
、
こ
の
ほ
ど
火
災

や
救
急
出
動
が
発
生
し
た
場
合
、
す
み

や
か
に
緊
急
現
場
の
市
街
地
図
な
ど
を

写
し
出
す
緊
急
情
報
現
示
シ
ス
テ
ム
を

府
下
で
初
め
て
導
入
。
消
防
自
動
車
や

救
急
車
に
い
ち
早
く
正
確
な
情
報
を
指

示
し
た
り
、
消
防
用
水
の
位
置
も
確
認

で
き
る
な
ど
、
緊
急
出
動
の
ス
ピ
ー
ド

化
が
図
ら
れ
る
Ｉ
と
い
う
情
報
シ
ス
テ

ム
で
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
情
報
盤
（
地

区
入
力
装
置
）
と
ブ
ラ
ウ
ン
管
、
そ

れ
に
情
報
を
取
り
出
す
キ
ー
（
検

索
装
置
）
の
三
つ
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。
情
報
盤
に
は
超
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
化
し
た
市
街
地
図
や
病

院
、
事
業
所
、
公
共
建
造
物
な
ど

の
構
造
や
建
物
内
部
の
見
取
り
図
、

消
火
栓
と
貯
水
槽
の
位
置
な
ど
が

入
力
さ
れ
て
い
ホ
チ
。

た
と
え
ば
、
火
災
の
一
一
九
番

が
入
っ
た
握
Ｒ
通
報
さ
れ
た
火

災
発
生
町
名
の
検
索
干
－
で
入
力

す
る
と
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
そ
の
町

の
地
図
が
写
し
出
さ
れ
る
と
い
う

も
の
で
、
入
力
か
ら
投
影
ま
で
〇

・
五
秒
の
早
さ
で
目
的
情
報
包
ｍ

指令室に設置された緊急情報現示システム（中央のブラウン管に市街地図などが映る）

出
す
る
こ
と
が
で
き
未
了
。
情
報

は
二
十
四
ｔ
四
方
の
用
紙
に
書
き

込
み
、
こ
れ
を
マ
イ
ク
ロ
フ
″
ル

ム
の
Ｉ
コ
マ
に
収
め
る
も
の
で
、

シ
ス
テ
ム
全
体
で
三
千
六
百
コ
マ

分
の
収
容
能
力
が
あ
り
未
了
。
現

在
は
市
内
地
図
と
そ
の
他
の
情
報

千
六
百
コ
マ
の
情
報
量
が
入
力
さ

れ
て
お
り
、
消
防
本
部
で
は
今
後

新
た
な
情
報
を
加
え
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
同
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
1
一
九

番
通
報
夕
受
け
る
と
指
令
員
が
住

宅
地
図
な
ど
か
便
つ
て
各
署
へ
指

令
を
出
し
て
い
た
の
が
、
一
一
九

番
通
報
鷺
客
吐
が
ら
発
生
現
場

の
地
図
な
ど
を
取
り
出
す
こ
と
が

で
ぎ
る
な
ど
、
火
災
へ
の
対
応
の

ス
ピ
ー
ド
化
と
消
防
車
の
適
正
配

置
や
連
係
プ
レ
ー
に
大
き
な
力
を

発
揮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
シ
ス
テ
ム
の
価
格
は
八
百
三

十
八
万
円
で
、
府
下
で
は
初
め
て

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
昭
和
二
十
七
年
に
消

防
本
部
を
設
置
、
三
十
四
年
か
ら

救
急
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
四
十
三
年
9
祁
ら
の
人

口
増
加
に
伴
い
四
十
五
年
に
東
宇

治
、
四
十
七
年
に
西
宇
治
各
出
張

所
（
五
十
一
年
に
分
署
と
な
る
）
、

五
十
七
年
に
は
西
小
倉
分
署
を
設

置
す
る
な
ど
地
域
の
消
防
力
の
充

実
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

し
妬
し
、
「
安
全
都
市
」
の
実
現

は
、
市
民
の
参
加
が
な
け
れ
ば
困

難
で
す
。
市
で
は
、
今
後
ま
す
ま

す
複
雑
・
多
様
化
し
て
い
く
都
市

災
害
に
対
応
す
る
た
め
消
防
力
の

充
実
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
防

火
に
つ
い
て
関
心
忿
持
っ
て
い
た

だ
き
、
市
民
ぐ
る
み
で
安
全
で
快

適
な
く
ら
し
が
営
め
る
安
全
都
市

づ
く
り
牽
め
ざ
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

手
製
の
吸
い
が
ら
入
れ
を
設
置
す
る
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
（
三
月
、
大
吉
山
で
）

火
災
・
救
急
と
も
増
加

5
7
年
上
半
期
の
火
災
・
救
急
統
計

多
く
の
負
傷
者
を
出
し
た
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の

爆
発
事
故
（
六
月
、
木
幡
内
畑
で
）

宇
治
市
消
防
本
部
は
、
こ
の
ほ

ど
昭
和
五
十
七
年
上
半
期
（
一
月

か
庖
〈
月
ま
で
）
の
火
災
・
救
急

統
計
を
ま
と
め
ま
し
た
。

今
年
上
半
期
の
特
徴
は
、
火
災

件
数
や
救
急
出
動
件
数
と
も
増
加

の
傾
向
を
ふ
し
て
い
毒
丁
。
と
く

に
、
火
災
に
つ
い
て
は
損
害
額
な

ど
が
大
幅
に
増
え
て
い
未
了
。

多
い
子
ど
も
の

火
遊
び

今
年
の
上
半
期
に
発
生
し
た
火

災
件
数
は
三
十
件
で
、
昨
年
同
期

に
比
べ
る
と
五
件
の
増
加
と
な
っ

て
い
未
ｙ
。
忿
火
世
帯
お
よ
び
人

員
が
増
え
て
い
る
中
で
、
死
者
が

な
か
っ
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た

と
い
え
未
ｙ
。

防
火
に
備
え
よ
う
と
、
市
内
の
家
庭

で
、
職
場
で
い
ろ
い
ろ
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
今
年
に
入
っ
て
行
わ
れ
た
市

民
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

◇

「
吸
い
が
ら
の
ポ
イ
捨
て
は
し
な
い

で
／
」
と
、
広
芝
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
と

山
中
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
窄
章
男
莉

用
し
た
灰
皿
を
つ
く
り
、
大
吉
山
の
山

道
沿
い
に
設
置
し
ま
し
た
。
（
写
真
占

一
方
、
市
内
の
旅
館
で
は
万
一
に
備

え
て
避
難
訓
練
怠
犬
施
。
は
し
ご
車
も

出
動
し
て
三
階
か
ら
客
舎
訳
出
、
参
加

し
た
人
た
ち
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
（
写
真
右
）

ま
た
、
火
災
の
半
数
以
上
が
建

物
火
災
で
あ
り
、
焼
損
面
積
は
九

百
九
十
平
方
だ
で
昨
年
同
期
に
比

べ
て
六
百
三
十
三
平
方
肩
も
増
加

し
て
い
ま
ず
。
三
十
件
の
火
災
に

よ
る
損
失
額
は
、
六
千
四
百
八
十

九
万
四
千
円
で
、
昨
年
同
期
と
比

べ
て
四
千
八
百
九
万
六
千
円
と
大

幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ぷ
つ
に
、
焼
損
面
積
、
損

失
額
が
増
え
て
い
る
の
は
、
二
月

に
広
野
町
で
住
宅
の
令
暁
火
災
が

あ
っ
た
の
が
大
き
な
原
因
と
な
っ

て
い
毒
ｙ
。

つ
い
で
、
火
災
の
原
因
に
つ
い

て
み
て
み
ま
し
Ｉ
コ
。
最
も
多
い

の
が
放
火
（
疑
い
を
含
む
）
の
六

件
。
火
遊
び
の
六
件
、
タ
バ
コ
の

四
件
と
つ
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
の

他
刄
は
、
天
ぷ
ら
な
べ
の
掛
け
忘

れ
や
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
余
熱
に
よ

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
と
く
に
、

子
μ
石
の
火
遊
び
が
増
え
て
お
り
、

日
常
生
活
を
通
じ
て
家
族
ぐ
る
み

で
防
火
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
事

と
思
わ
れ
ま
す
。
。

「三階から出火／」一秒を争う避難

訓練（二月、静山荘で）

増
え
る
交
通
事
故

へ
の
出
動

救
急
出
動
件
数
は
千
二
百
七
十

三
件
で
、
昨
年
同
期
と
比
較
し
て

四
十
九
件
の
増
加
。
出
動
内
容
別

で
は
、
急
病
が
五
百
四
十
五
件
で

昨
年
比
で
二
土
ハ
件
の
減
少
で
す

が
、
交
通
事
故
が
三
百
七
十
四
件

と
昨
年
よ
り
五
十
三
件
も
増
加
し

て
い
康
ｙ
。

そ
し
て
、
急
病
、
交
通
事
故
、

一
般
負
傷
で
于
七
十
四
件
と
な
り
、

全
体
の
八
四
・
四
％
聚
占
め
て
い

ま
ず
。

◇

こ
の
ぶ
っ
に
、
火
災
・
救
急
件

数
と
も
増
加
し
て
い
未
了
。
市
民

の
み
な
さ
ん
も
火
気
の
取
り
扱
い

に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
健
康
の

面
で
も
日
ご
み
か
ら
丈
夫
な
体
に

き
た
え
て
ほ
し
い
と
思
い
車
ｙ
。

そ
し
て
、
家
庭
で
防
火
・
防
災

に
つ
い
て
話
し
合
ラ
な
ど
、
予
防

に
努
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

89

みんなで防火
に努めましょ
う

宇治市
消防本部 緊急システムを導

入
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イ
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固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
｛

宅
地
並
み
課
税
は
、
こ
れ
ま
べ

旧
Ａ
・
Ｂ
農
地
に
の
み
限
定
‐

て
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
‐

か
し
、
今
回
の
地
方
税
法
の
｀

正
に
と
も
な
い
市
税
条
例
か
一

部
改
正
さ
れ
、
新
た
に
三
・
＝

平
方
口
当
り
評
価
額
が
三
ぶ

以
上
の
旧
Ｃ
農
地
に
つ
い
Ｔ

課
税
対
象
に
組
み
込
ま
れ
声

だ
。

た
だ
し
、
一
定
の
要
件
盈

た
す
農
地
に
つ
い
て
は
、
素

所
有
者
が
市
長
に
里
じ
、
「
’

期
営
農
継
続
農
地
」
の
認
審

受
け
た
場
合
は
、
今
ま
で
混

り
の
農
地
課
税
分
を
市
に
但

す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
奔

だ
。
つ
ま
り
、
宅
地
並
み
軽

分
に
つ
い
て
は
徴
収
が
猶
予

れ
、
市
長
が
五
年
間
（
五
年
経

過
後
は
さ
ら
に
五
年
間
）
農
地

と
し
て
保
全
さ
れ
て
い
た
と
確

認
し
た
と
き
は
、
納
税
が
免
除

さ
れ
る
と
い
ら
も
の
で
す
。

　
乱
し
、
途
中
で
そ
の
農
地

を
転
用
し
た
り
譲
渡
し
た
り
す

濫
薗
受
け
ら
元
な
く
な
り
ま

す
の
で
申
告
に
あ
た
っ
て
は
十

分
留
意
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
認
定
に
必
要
な

　
　
　
二
つ
の
条
件

　
徴
収
猶
予
か
受
け
よ
う
と
思

1
『
－
里
翠
受
け
た
農
業
委
員
・

で
は
、
一
定
の
確
認
の
後
、

会
の
議
を
経
て
市
長
に
進
達

ま
す
。
市
長
は
、
こ
れ
を
農

課
税
審
議
会
に
諮
り
、
そ
の

を
経
て
「
長
期
営
農
継
続
箆

徊
硲
狛
1
。
却
私
費
Ｓ

ｕ
ｕ
ｕ
ｉ
ｓ
ｔ
ｒ
：

－
ｉ
ｎ
ｒ
ｔ
＾
ｕ
’
＾

ｊ
！
Ｉ
Ｊ
ノ
。
‐
‐
く
ｊ
Ｊ
メ
ー
ｉ
ｉ
Ｆ
．

宅
地
並
み
課
税
分
は
逆
の
ぼ
’

て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
ヂ
、
扉

滞
金
（
金
利
一
四
・
六
％
こ

加
算
さ
れ
李
ｙ
。
ま
た
、
長
｀

譲
渡
所
得
課
税
の
特
例
の
適
ｍ

に
つ
い
て
も
、
収
用
等
の
握

Ｉ
Ｊ
―
ｊ
－
Ｉ
Ｊ
｀
ｊ
ｄ
Ｓ
Ｉ
1
1
1
1
1
産
税
課
か
ら
お
送
り
し
ま
公

「
長
期
営
農
継
続
農
地
里
呈

を
晨
業
委
員
会
を
経
由
し
器

長
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

里
覇
限
は
八
月
三
十
言

で
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
壹
Ｆ

－
ｉ
四
ｆ
四
・
ｌ
よ
Ｉ
Ｉ

認
定
さ
れ
る
一
定
の
要
件
・

し
て
、
①
現
に
耕
作
の
用
に

さ
れ
、
引
き
続
き
十
年
以
上
一

腰
夕
継
続
す
る
こ
と
が
適
当

あ
る
こ
と
②
農
家
の
経
営
面

が
九
百
九
十
平
方
ｎ
以
上
か

『
、
―
｀
ノ
Ｃ
一
Ｅ
く
Ｉ
Ｊ
・
Ｅ
’
7
″
ｊ
一

百
九
十
平
方
灯
空
で
あ
る
ｒ

と
が
必
要
で
す
。

こ
の
新
し
い
徴
収
猶
予
ふ

税
免
除
措
置
は
、
都
市
で
の
｀

業
基
盤
の
確
立
、
そ
し
て
惺

の
保
全
や
空
気
の
浄
化
、
災
ｔ

時
の
避
難
場
所
等
の
生
活
遥

を
守
る
ス
ペ
ー
ス
か
確
保
す

た
め
、
農
家
の
運
動
に
よ
2

度
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。
僕

を
ご
理
解
の
う
え
、
「
長
期
嘗

継
続
農
地
」
の
認
定
里
笏
’

て
い
た
だ
ぐ
よ
ラ
お
願
い
虻

し
毒
ｙ
。
ま
た
、
こ
れ
に
毒

今
ま
で
の
市
街
化
区
域
農
地
（

Ａ
・
Ｂ
農
地
に
対
す
る
課
惣

額
措
懸
隔
止
さ
れ
る
こ
と

な
空
手
。

（
資
産
税
課
。

宇
治
市
農
業
委
員
会
一

ｊ
ｄ
ｌ
－
一
ｊ
ｊ
－
ｄ
ｄ
Ｉ

会
（
初
回
）
に
は
、
市
内
に
在

の
小
学
生
親
子
四
十
人
が
参
加
。

最
初
の
訪
問
地
の
沢
清
掃
エ

で
は
、
し
尿
処
理
施
設
か
見
学

こ
の
後
、
生
活
に
欠
く
こ
と

で
き
な
い
水
の
施
設
、
宇
治
浄

場
を
見
て
、
最
後
の
見
学
地
の
一

山
工
芸
村
で
は
、
昼
食
の
あ
と

親
子
一
緒
に
「
湯
の
み
」
や
「
’

に
絵
つ
け
牽
ず
る
な
ど
、
夏
休

の
一
日
を
有
意
義
に
す
ご
し
ま

た
。
な
お
、
大
雨
注
意
報
の
だ

延
期
し
て
い
た
八
月
三
日
の
見

会
は
、
十
二
日
に
行
う
こ
と
に

り
ま
し
た
。

り
Ｕ
一
戸
脹
ｆ
ぴ
オ
。
力
こ
ヌ
。
4
Ｂ

か
つ
に
ら
よ
る
七
月
十
三
日
の
夜
に
な
る
と
、

じ
か
わ
’
｀
1
1
Ｅ
ｉ
ｙ
゛
‘
’
ｉ
Ｌ
’
Ｌ
1
1
、
、
’
・

舟淀
畿で）1
．
埋
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
ト

ｊ
Ｊ
μ
7
1
賤
Ｅ
ヽ
ヽ

燧
附
び
凡
升
リ
ェ
Ｅ
咄
｀
か
。

八
月
に
行
わ
れ
て
い
る
孟
蘭
盆
〈

せ
ん
そ
」
1
う
り
い
む
か
・
つ
ま
り
先
祖
の
精
霊
を
迎
え
て
Ｉ

養
を
す
る
、
お
盆
の
魂
ま
つ
り
Ｊ

は
じ
め
る
日
に
あ
た
っ
て
い
ま
Ｉ

た
。

宇
治
川
に
浮
か
ん
だ
多
く
の
｛

Ｅ
ヽ
ひ
紹
か
’
‐
？
ン
賢
賢
君
球
・

明
呈
り
な
に
冷
る
官
賀
州
7

寺
の
お
坊
さ
ん
が
．
こ
の
日
に
．

つ
て
い
た
「
水
燈
会
」
と
い
ヽ
ズ

事
を
、
見
物
す
る
た
め
に
集
ま

おうばく山の

水燈会

す
い
と
う
瓦
ま
ん
″
く
水
燈
会
は
、
万
福
・

凹
μ
つ
乃
ニ
つ
ご
に
（

・－〃七

にＩ’て六

ノ～－ｌ－ゝｌ

く
宍
。
ぶ
う
か
た
十
三
日
は
、
夕
方
近
く
な
り
・

『
’
・
ち
詐
ゴ
肘
っ
？
Ｆ
’
・
５

す
と
．
隠
元
橋
の
あ
ヽ

お
か
の
や
は
ま
た
岡
屋
の
浜
か
ら
、
ヽ

’
‘
Ｍ
：
’
：
：

リ
。
ｊ
ノ
り
い
し
も

出
さ
れ
、
上
流
へ
向
』
ｊ
ｔ
心
比

‐

才
汗
椙
グ
慶
た
り
ま
て
冲
る
’

も
う
日
は
暮
れ
て
い
ま
す
。
お
Ｌ

”
”
’
゛
ド
μ
バ
携
’
ヽ
‥

Ｅ刀｀ぴ＞ａ；

ごい舟1坊‘4

影まがさＣ

5す漕こん、

●ｎ¶．、●、

さ
人
た
ち
は
お
経
を
唯
、
プ

い
と
う
ろ
う
ひ
っ
意
し
た
灯
龍
に
火
を
付
け
マ

ー
－
1
7
1
ｒ
ｔ
Ｌ
Ｉ
ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
―

に
ｌｊ

／

、
。
‐
せ
゛
の
よ
う
な
風
情
が
あ
り
、
な
か

か
り
ゅ
う
ふ
し
み
は
、
は
る
か
下
流
の
伏
見
の
は
』

き
な
が
ま
で
も
、
消
え
ず
に
流
れ
て
ゅ

も
の
も
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

心
．
ｄ
は
乃
゛
4
Ｉ
ｊ
’
ヽ
；
心
□

Ｓ
可
3
勣
詳
Ｉ
い
ま
ぺ
し
ど
ｉ
ち
ふ
Ｃ

た
ち
か
岡
屋
の
浜
に
戻
る
の
は

も
う
夜
中
の
こ
と
で
し
た
。
江

時
代
に
書
か
れ
た
『
日
次
紀
事
’

‐
ん
‘
つ
に
人
か
さ
ね
し
る
見
物
人
の
垣
根
が
で
き
た
と
記
に

し
ｒ
ヽ
―
”
、
一
－
ｏ

そ・ろ

りか明Ｃｙ
ら治”＾
りか紺い
ら｀新ど
を万ｌの

妙ヽ福1・の
え寺しち

．＊”］！・

凛

２
ｆ
－
一
ｌ
一
／
；
一

ｂ
こ
″
‘

一
￥
Ｓ
一
Ｉ

7£7）

宇丿水か

．”削燈ヤ

）ｉ｜ｆ；会釘

し
口
ｆ
ｔ
オ
乙
く
ｖ
Ｔ
ｉ
；
＾
－

Ｉ
Ｉ
’
9
Ｉ
、
Ｉ

し
ｙ
～
Ｌ
Ｖ
』
‐
Ｃ
‘
ｉ
。
ｌ
ｙ
ｙ
ｌ

ら
れ
て
い
た
ら
、
き
っ
と
す
ば
ム

し
い
ふ
る
さ
と
の
風
物
詩
と
し
で

親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
し
よ
ヽ
つ

私
た
ち
も
、
一
度
見
た
い
も
の
で

す
ね
。

（
歴
史
資
料
室

－
～
～
？
？

⌒

吋
れ
勿
ぷ
口
呼
丿
隙
〈

だ
」
一
塁
側
ス
タ
ン
ド
か
ら
い
・

七
月
三
十
一
日
、
第
六
十
四

一
■
－
ｉ
－
ｄ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
－

の
決
勝
戦
。
地
元
宇
治
高
校
毘

Ｉ
Ｊ
Ｉ
9
ｙ
ヾ
Ｓ
4
』
ｙ
♂

Ａ－随－ｉ口加ム岨＾≪；；■＆■＊－1．尚冶宣－ｔ－ｙ

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

匹
り
看
Ｃ
遥
拡
比
瑞
枝
ｃ
強
仰

ａ
京
商
を
６
１
３
で
破
り
、
三
年

富
二
度
目
の
甲
子
園
出
場
を
決

砂
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
地
元
高
校
の
三
度

ａ
の
決
勝
戦
進
出
と
あ
っ
て
、
一

匹
側
ス
タ
ン
ド
に
は
多
く
の
市
民

ｙ
観
戦
。
池
本
市
長
や
野
口
議
長
．

ｍ
幹
部
も
、
宇
治
高
の
一
投
一
打

」
大
声
援
か
遥
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宇
治
高
ナ
イ
ン
は
帰
宇

匹
、
宇
治
高
体
育
館
で
開
か
れ
た

混
一
鋸
貝
会
で
、
参
加
者
か
ら
祝

｀
と
力
強
い
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　
な
お
、
甲
子
園
で
は
、
き
Ｉ
つ

（
十
一
日
）
の
第
一
試
合
に
、
東

果
京
代
表
早
稲
田
実
業
と
第
一
試

酋
を
交
え
季
子
。

　
-
＞
!
｡
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
―
ｊ
ａ
≪
>
≪

１^吟

Ｊ
▲勝った／西京商を破り優勝

　をきめた瞬間、新多投手唇

　と林三塁手酋

･・熱い拍手と歓声にわく宇治

　高応援席

宅地並み課税農地

市税条例が一部改正

高校野球

京都大会 宇治高、2度目

の優勝

市政短信
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クッキーを焼いてみよう

子ども菓子づくり教室

夏
休
み
の
ひ
と
と
き
、
友
だ
ち

と
い
っ
し
ょ
に
お
菓
子
を
作
つ
て

み
ま
せ
ん
か
。

小
学
校
五
・
六
年
生
と
中
学
生

の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
ク
ッ
キ

ー
と
力
″
プ
ケ
ー
キ
作
り
を
し
ま

す
。▼

と
き
・
：
8
月
1
9
日
出
、
午
後

2
時
～
5
時
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
公

民
館
▼
講
師
…
料
理
研
究
家
・
荒

木
｀
笑
子
さ
ん
ｙ
対
象
・
：
市
内
在

住
の
小
学
校
5
・
6
年
生
と
中
学

生
Ｖ
定
員
・
：
2
0
人
（
先
着
順
）
ｙ

材
料
費
＝
・
二
百
円
▼
申
込
み
…
材

料
費
か
老
え
て
木
幡
公
民
館
（
木

幡
内
畑
3
4
の
7
、
震
宵
2
9
0
一

へ
申
込
ん
ｐ
ｖ
だ
さ
い
。（

木
幡
公
民
館
）

◇

第
1
3
回
ジ
ュ
ニ
ア
救
室

木
の
工
作

夏
休
み
の
思
い
出
に
、
木
ｍ

つ
た
工
作
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

丸
木
を
磨
い
て
鳥
や
カ
タ
ツ
ム
リ

を
作
り
未
了
。

お
友
だ
ち
と
亭
て
い
合
っ
て
参

加
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

▼
と
き
…
8
月
1
9
日
閑
、
午
前

1
0
時
～
午
後
1
時
▼
と
こ
ろ
…
小

倉
公
民
館
ｙ
指
導
・
：
宇
治
市
野
外

活
動
サ
ー
ク
ル
会
員
・
林
正
剛
さ

ん
▼
対
象
…
小
学
校
5
・
6
年
生

と
中
学
生
ｙ
材
料
費
…
百
円
▼
持

ち
物
…
小
刀
と
手
ぬ
ぐ
い
▼
定
員

・
・
・
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
込
み
・
・
・

電
話
か
は
が
き
で
小
倉
公
民
館
（

小
倉
町
寺
内
9
1
、
豊
⑩
4
6
8
7
）

へ
。
（
小
倉
公
民
館
）

◇

郷
土
史
講
座

郷
土
の
歴
史
や
宇
治
の
お
茶
に

郷土史講座日程

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
と
テ
ー
マ
…
左
表
▼
と

こ
ろ
・
：
木
幡
公
民
館
ほ
か
▼
講
師

…
宇
治
市
歴
史
資
料
室
の
若
原
英

次
さ
ん
▼
対
鰍
：
市
内
在
住
の
市

民
Ｖ
定
員
…
5
0
人
（
先
着
順
）
Ｖ

参
加
費
・
：
茶
席
料
と
拝
観
料
を
含

め
て
七
百
円
▼
申
込
み
…
参
加
費

奮
7
凡
て
木
幡
公
民
館
（
〒
6
1
1
木

幡
内
畑
3
4
の
7
、
尽
宵
2
9
0
）

へ
申
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。（

木
幡
公
民
館
）

ロ‘時
－フ‾－マ

1
8；ｊ27日（金）
19：00～21：00古代から中世の宇治

2
9月10日（金）
19：00～21：00

お茶の！Ｍ史

3
9月19日（日）
13：00～16：00

お茶と宇治（臨地学が）

4
ｉｏ；ｊ1日（金）
19：00～21：00

中近世の変遷

5
10月17日（日）
13：00～16：00

史蹟見学（Ｅｉ地学習）

申
込
み
は
今
月
中
に

公
庫
の
個
人
向
け
融
資

五
十
七
年
度
の
第
二
回
個
人
向

け
融
資
（
一
般
住
宅
建
設
資
金
、

建
売
住
宅
購
入
資
金
、
マ
ン
シ
ョ

ン
購
入
資
金
）
の
申
込
み
受
付
け

期
限
が
八
月
三
十
一
日
ま
で
と
迫

っ
て
い
ま
す
。

十
月
一
日
か
ら
は
、
段
階
金
利

制
な
ど
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
が
、
現

行
の
最
終
返
済
期
限
ま
で
金
利
五

・
五
％
の
借
入
の
最
後
の
憶
苫

な
り
ま
す
。
公
庫
夕
莉
用
さ
れ
る

人
は
、
よ
く
検
討
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

こ
の
他
に
住
宅
改
艮
（
増
築
・

改
築
）
資
金
、
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン

同
入
資
金
、
大
型
住
宅
建
設
資
金
、

一
般
住
宅
（
特
別
貸
付
）
建
設
資

金
、
住
宅
積
立
郵
便
貯
金
者
貸
付

け
及
び
財
形
住
宅
資
金
に
つ
い
て

は
、
五
十
八
年
二
月
二
十
八
日
ま

で
受
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
「
住
宅
金

融
公
ｍ
業
務
取
扱
店
」
と
表
示
し

た
金
融
機
関
ま
た
は
、
住
宅
金
融

公
庫
大
阪
支
所
の
住
宅
相
談
所

（
容
0
6
－
叩
5
3
0
0
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

（
交
通
労
政
課
）

駅
周
辺
の
交
通
の
妨
げ
と
な
っ
て
い

る
放
置
自
転
車
。
利
用
者
の
一
人
ひ
と
り

が
家
庭
・
事
業
所
・
地
域
で
話
し
合
い

自
転
車
・
バ
イ
ク
を
放
置
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
の
み
な
さ
ん
、
い
ま
市

内
の
駅
周
辺
の
路
上
に
ミ
ニ
バ

イ
ク
や
自
転
車
が
無
秩
序
に
放

置
さ
れ
、
道
路
が
道
路
と
し
て

の
機
能
か
巣
せ
な
い
状
態
に
な

っ
て
い
未
了
。

こ
の
放
置
自
転
車
で
け
が
を

し
た
と
か
、
衣
服
が
汚
れ
た
な

ど
、
新
し
い
交
通
公
害
も
生
ま

れ
駅
周
辺
の
環
境
条
件
を
悪
化

さ
せ
て
い
ま
犬
と
く
に
、
救

急
車
や
消
防
車
な
ど
の
緊
急
自

動
車
の
活
動
の
大
き
な
障
害
に

な
っ
て
い
卓
子
。

自
転
車
な
μ
ほ
、
市
民
生
活

の
中
で
欠
せ
な
い
も
の
に
な
っ

て
い
未
Ｔ
が
、
そ
れ
だ
け
に
利

用
者
は
社
会
的
責
任
を
目
覚
し

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
や
す
。

昨
年
、
国
は
「
自
転
車
の
安

全
利
用
の
促
進
及
び
自
転
車
駐

車
場
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」

近
鉄
小
倉
駅
前
の
放
置
自
転
車

（
自
転
車
法
）
か
匍
定
し
ま
し

た
。
市
で
は
、
街
頭
指
導
や
立

て
看
板
、
「
市
政
だ
よ
り
」
で

現
状
や
問
題
点
を
訴
え
、
ご
理

解
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
い
っ
そ
う
交
通
環
境
の
整

備
怠
誼
的
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
求
司

ま
た
、
家
庭
、
事
業
所
、
地

域
で
次
の
こ
と
か
曳
行
さ
れ
る

よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
き
乖
ｙ

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

家
庭
・
事
業
所
。

地
域
で
対
策
を

家
庭
で
、
交
通
安
全
に
つ
い

て
話
見
『
て
み
て
ぐ
だ
さ
い
。

家
族
一
人
一
人
が
道
路
を
利
用

さ
れ
て
い
る
の
で
、
い
ろ
ん
な

こ
と
が
印
に
こ
る
と
思
い
＋
）
子
。

自
転
車
に
は
、
住
所
、
氏
名

と
電
話
番
号
を
書
い
て
放
置
を

じ
な
い
”
。
さ
せ
な
い
ｙ
の

】
声
を
か
営
号
て
ぐ
だ
さ
い
。

事
業
所
で
は
、
安
全
運
転
管

理
や
運
行
管
理
の
徹
底
は
も
ち

ろ
ん
進
め
て
い
た
ダ
左
と
も

に
、
組
織
か
通
じ
た
マ
イ
カ
ー

の
安
全
連
転
の
励
行
と
、
自
転

車
な
ど
の
利
用
者
へ
、
秩
序
あ

る
利
用
か
き
れ
る
ぶ
つ
に
啓
発

を
お
願
い
し
毒
了
。

地
域
で
は
、
現
在
通
勤
・
通

学
で
自
転
車
な
ど
を
駅
周
辺
に

乗
り
入
れ
て
い
る
人
た
ち
は
、

そ
の
周
辺
の
市
民
や
町
内
会
、

自
治
会
な
ど
に
大
き
な
迷
惑
を

か
け
て
い
る
こ
と
か
考
え
、
自

宅
か
ら
駅
ま
で
近
距
離
の
場
合

は
、
健
康
の
た
め
に
も
歩
く
よ

う
に
、
地
域
で
話
見
％
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

以
上
の
三
点
を
、
み
ん
な
の
・

も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
き

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
水
子
。

91

◇

魚
つ
か
み
ど
り
大
会

魚
つ
か
み
ど
翠
ハ
会
が
宇
治
公

園
で
開
か
れ
ま
す
。

ｙ
と
き
・
：
8
月
2
2
日
川
、
午
前

1
0
時
か
ら
受
付
、
つ
か
み
ど
り

は
Ｈ
時
か
ら
ｙ
と
こ
ろ
…
府
立
宇

治
公
図
（
中
ノ
島
）
▼
参
加
料
＝
・

指
定
の
網
代
と
し
て
一
人
二
百
円
。

金
魚
、
コ
イ
、
フ
ナ
、
ウ
ナ
ギ

な
ど
奪
双
流
し
て
、
取
っ
て
い
た

だ
ぎ
未
了
。

く
わ
1
こ
は
、
宇
治
観
光
協
会

（
？
7
3
3
4
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
商
工
観
光
課
）

◇

市
民
ナ
イ
タ
ー

卓
球
大
会

市
民
ナ
イ
タ
ー
卓
球
大
会
を
聞

き
ま
ず
。

！
首
・
＝
8
月
2
7
日
出
（
2
回

戦
程
厦
ま
で
）
、
2
8
日
出
（
4
回
戦

程
度
ま
で
）
、
9
月
4
日
出
（
残
り

試
合
）
、
い
ず
れ
も
午
後
7
時
か
ら

9
時
半
頃
ま
で
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
日
産

車
体
弦
打
館
▼
種
目
・
・
・
個
人
戦

（
シ
ン
グ
ル
ス
）
舅
子
の
部
・
女

子
の
部
▼
参
加
資
格
・
：
学
生
か
曝

く
市
民
▼
参
加
料
・
：
協
会
加
盟
者

は
一
人
二
百
円
。
非
加
盟
者
は
五

百
円
▼
申
込
み
…
8
月
2
0
日
ま
で

に
体
膏
受
輦
何
所
（
豊
公
1
9

0
5
）
へ
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、

千
賀
さ
ん
（
日
産
車
体
萱
㈲
2
3

2
3
内
線
7
1
4
3
）
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

関西学生野球連盟
硬式審判員

「
審
判
員
は
、
テ
レ
ビ
に
も
あ
ま
り

映
ら
な
い
地
味
な
も
の
で
す
が
、
毎
試

合
ビ
デ
オ
に
と
っ
て
勉
強
し
て
い
ま
す
」

と
、
高
校
野
球
や
大
学
球
野
な
ど
の
硬

式
審
判
員
を
二
十
年
あ
ま
り
さ
れ
て
い

る
大
村
猛
さ
ん
（
五
一
）
。

球
歴
は
古
く
、
旧
制
東
山
中
学
で
は

白球見つめて20年
投
手
、
立
命
館
大
学
で
は
左
翼
手
で
四

番
打
者
と
し
て
活
躍
。
全
日
本
大
学
選

抜
軍
に
選
ば
れ
て
来
日
し
た
ハ
ワ
イ
レ

″
ド
ソ
″
ク
ス
と
も
対
戦
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
東
映
フ
ラ
イ
ヤ
ー
ズ
を

経
て
日
本
新
薬
に
入
社
。
三
十
二
歳
で

現
役
引
退
後
は
、
関
西
学
生
野
球
連
盟

の
審
判
部
に
所
司
し
、
会
社
勤
め
の
傍

ら
奉
仕
活
動
と
も
い
う
べ
き
審
判
に
当

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
「
審
判
を
し
て
い

る
と
災
中
力
が
高
ま
る
。
ボ
ー
ル
に
災

中
す
る
こ
と
が
健
康
に
も
、
仕
事
に
も

プ
ラ
ス
に
な
る
」
と
い
う
大
村
さ
ん
。

今
回
の
京
都
套
苔
マ
ス
ク
ご
し
に

見
つ
め
て
の
感
想
は
、
「
レ
ベ
ル
は
上
が

っ
て
き
た
が
ま
だ
も
う
少
し
。
そ
れ
に

こ
の
頃
の
高
校
生
は
割
り
切
る
の
が
早

い
ぷ
フ
に
思
う
の
で
す
。
野
球
も
含
め

て
ク
ラ
ブ
活
動
を
す
る
な
ら
学
科
の
一

つ
と
考
人
て
予
習
も
復
ヲ
孚
る
ほ
ど

執
首
を
」
と
高
校
生
に
厳
し
い
ア
ド
バ

イ
ス
。
ま
た
今
日
、
早
稲
田
実
業
と
対

戦
す
る
宇
治
高
校
に
は
、
「
一
回
戦
を

突
ほ
す
る
実
力
は
十
分
あ
る
。
大
観
衆

7
月
2
7
日
黄
彙
球
場
で
（
宇
治
－
嵯
峨
野
）

づ＾ザ（：

。″Ｊ
ごこ吏：；ｉａ≫5。＿Ｘ

り………・・りり．ｍｊ・ぷこレ∧－・’：………

’｀”ｔ－ａｗ・゜㎡・

の
中
で
絶
対
ボ
ー
ル
か
ら
目
を
離
し
て

は
な
ら
な
い
。
一
つ
の
ボ
？
ル
に
集
中

す
れ
ば
［
然
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
生
ま

れ
て
ぐ
る
か
ら
。
実
力
を
発
揮
し
て
闘

い
抜
い
て
欲
し
い
］
と
期
待
さ
れ
て
い

車
ｙ
。
〈
南
陵
町
に
在
住
》

みんなで取組む放置自転車
対策

宇
治
に
生
き
る

大村猛さん51
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胃・子宮検診を受けましょう

市
で
は
毎
年
、
四
十
歳
以
上
の
人
に
胃
検
診
を
、
三
十
歳
以
上
の
女
性
に
子
宮
検
診
を
無
料
で
実
施
。

今
年
も
受
診
定
数
を
増
や
し
ま
し
た
。
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
を
占
め
る
ガ
ン
も
早
期
発
見
、
早
期
治
療
で

完
治
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
検
査
は
簡
単
。
胃
検
診
は
バ
リ
ウ
ム
を
の
ん
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
。
子

宮
検
診
は
、
お
り
も
の
を
綿
棒
で
と
っ
て
調
べ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
一
度
検
診
を
受
け
ま
し
よ
う
。

8
月
1
7
日
か
ら
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
で
受
付

▽
申
込
み
期
間
・
：
昭
和
5
7
年
8
月
1
7
日

図
～
2
1
日
出
、
2
3
日
㈲
で
、
定
員
に

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。
受
付

時
間
は
午
前
9
時
1
1
2
時
、
午
後
1

時
1
4
時
半
。
土
曜
日
は
午
前
9
時

～
1
9
一
時
。

▽
申
込
み
場
所
・
：
宇
治
市
保
健
医
療
セ

ン
タ
ー
（
市
役
所
向
か
い
側
）

▽
申
込
み
方
法
・
：
下
の
申
込
書
の
太
枠

内
を
全
て
記
入
の
上
、
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
な
お
、
代
理
の
人
に
よ
る

申
込
み
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
6
名

以
上
の
申
込
み
は
団
体
受
付
を
し
ま

す
。記
入
不
十
分
な
場
合
や
、
電
話
、

郵
送
で
の
申
込
み
は
受
付
し
ま
せ
ん
。

申
込
書
は
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
に
も

あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
…
市
役
所
保
健
衛
生
課

（
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
。

子宮検診医療機関と検診日時
所在地 医療機関名 検診曜日 時間 所在地 医療機関名 検診曜日 時間

木幡

山本医院
月・火木・金、．午前9時～12時 広野 平田医院 月～土 午前9時～12時

午後3時―’6時

小倉

下村医院 月～金
午前9時～12時

秋岡産婦人科
月～土．午前10時～Ｕ時30分 午後6時～8時
月・火

水ヽ金 午後ｅ時～8時
久野医院 月～土

午前9時～］2時

五ヶ庄
宇治病一院

、・火・水

木●金・．
午前9時～』1時30分 午後Ｓ時～7時

重永医院 月－土 午前9時～12時
伊勢田稲垣産婦人科

月～土 午前9時～12時

宇治

都ｔ－病院 月ヽ水ヽ金
午前9時～12時

月・火・

水・金 午後6時～8時

午後3時～6時

大久保
ヨシダ産婦人科

月～土
午前8時30分～

12時

近藤産婦人科
月～土

月～金

午前9時～12時 月・水・金午後4時－6時

午後6時～8時 矢田病院 火・水・木午前9時～12時

注意事項・検診は上記医療機関のいずれかで、時和57年8月23日～10月23日の間に受けていたださ
ます。なお定貝は5，500人です。
奈上記ａ外で受診された場合は個人負担になります。

・受ｔ対象者は昭和57年4月1日現在満3ｏ歳以上の人です。
・検診日は月経後、少なくとも3日以降にしてください。

・特に産婦人科に受診する機会の少ない中高年層〔50歳・60歳］の人は進んで受けてくだ
さい。

胃検診会場と検診日

六地蔵公会堂 8月30日卵

木幡公民館

9月14日（火）

9月27日（月）

10月1日廊

宇治小学校

9月2日困

9月10日吻

10月8日溺

三室戸集会所

9月1日伽

9月16日困

9月28日両

保健医療センター

9月9日團

9月21日バ火）

9月30日困

10月5日㈹

城南荘集会所 9月3日吻

開丿公民分館 9月6日㈲

伊勢田小学杖 8月31ａ』灯

西小倉集会所

9月7日（幻

9月24日吻

10月4日（肝

小倉小学校
9月17日（勿

10月6日團

大久保小学校

9月8日附

9月20日（月）

10月7日俐

旦椋公会堂
9月13日㈲

9月22日附

注意事項

・受診対象者は昭和57年4月1日現

在で満4ｏ歳以上の人です。

・申込み受付後の日程変更はでさま

せん。

・検診時間は午前9時30分からｕ時

までです。

・定貝は1，650人です。

子宮検診申込書 受付番号

検診希望月日
月日 検飢

住所 宇治市

（ふりがな）

氏名

電話 生年月日
明大年月日

昭

満

歳

…
…
…
キ
…
…
リ
ー
ー
・
・
・
’
ト
…
…
リ
…
…
線
…
…
…
…
：
…
‐

胃検診申込書 受付番号

検診希望月日
月日 検診会場

住所 宇治市

（ふりがな）

氏名 （男・女）

電話 生年月日
明大年月日昭 満

歳

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

最
近
、
訪
問
販
売
な
ど
契
約

を
め
ぐ
る
消
費
者
相
談
が
目
立

っ
て
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
傾
向
は
市
内
だ
け
で
な
く
、

府
下
全
域
に
及
ん
で
い
る
ぷ
フ

で
す
。

そ
こ
で
、
ト
ラ
ブ
ル
に
陥
ら

な
い
ぶ
つ
に
い
く
つ
か
の
ケ
ー

ス
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

◇

無
防
備
な
消
費
者

訪
問
販
売
に
対
し
て
、
消
費

者
保
護
を
目
的
と
す
る
届
問

販
姪
戸
の
規
制
な
ど
が
あ
る

こ
と
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
。
そ

の
一
方
、
セ
ー
ル
ス
の
手
口
が

巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
①
セ
ー
ル
ス
マ

ン
が
二
人
で
や
っ
て
来
て
「
安

く
海
外
旅
行
に
行
け
る
」
と
す

す
め
ら
元
、
約
三
十
七
万
円
も

の
英
語
学
習
教
材
を
購
入
す
る

契
約
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

カ
メ
ラ
や
カ
セ
ッ
ト
レ
コ
ー
ダ

ー
が
も
ら
え
る
海
外
旅
行
の
積

立
の
よ
シ
な
も
の
だ
と
、
学
習

教
材
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
い

話
か
長
時
間
聞
か
さ
れ
た
も
の

で
し
た
。

♀
ハ
阪
方
面
か
ら
来
た
と
い

う
女
性
販
売
員
が
帰
社
時
間
を

し
き
り
に
気
に
し
な
が
ら
、
避

妊
具
の
セ
ー
ル
ス
を
ず
る
の
で
、

つ
い
つ
い
約
五
万
円
分
の
商
品

を
買
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す

で
に
必
要
な
い
物
だ
っ
た
の
で
、

翌
日
郵
送
で
返
品
し
ま
し
た
。

と
こ
石
が
ぶ
日
会
社
か
ら
「
何

の
連
絡
も
な
く
返
品
し
て
孝
た

上
に
、
箱
が
こ
わ
れ
て
商
品
に

な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
て
、
結

局
の
と
こ
ろ
半
分
買
わ
さ
れ
て

訪問販売

巧みに迫り契約へ

し
ま
い
ま
し
た
。

③
玄
関
が
少
し
開
い
て
い
た

と
こ
ろ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
入
っ

て
き
て
、
最
後
に
は
台
所
に
ま

で
上
が
り
込
ん
で
、
な
ベ
セ
″

ト
の
購
入
を
す
す
め
ま
し
た
。

セ
ー
ル
ス
マ
ン
自
身
が
便
っ
て

い
る
な
べ
を
痔
参
し
て
説
明
を
、

く
り
ひ
ろ
げ
る
始
末
。
な
か
な

か
帰
り
そ
う
に
も
な
く
、
約
二

十
三
万
円
の
な
ベ
セ
″
ト
タ
購

入
す
る
契
約
を
幇
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン

剤
や
印
鑑
セ
″
ト
、
自
動
販
売

機
、
穀
物
取
引
な
ど
の
例
も
あ

り
ま
す
。

消
費
者
に
と
っ
て
、
セ
’
‐
‐
ル

ス
マ
ン
の
訪
問
は
突
然
の
こ
と

で
あ
り
、
心
構
え
の
上
で
無
防

備
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ

へ
、
高
度
の
売
り
込
み
技
術
を

持
つ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
や
っ
て

来
る
の
ぶ
ふ
ら
、
必
要
も
な

い
の
に
契
約
す
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
き
ま
す
。
契
約
が
成
立
す

れ
ば
、
法
律
上
で
は
書
面
に
不

都
合
が
あ
る
か
な
い
か
、
こ
の

こ
と
が
問
題
の
中
心
と
な
っ
て

し
ま
い
康
司

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

一
般
に
、
契
約
は
自
由
Ｉ
Ｐ
独

立
し
た
対
等
の
人
の
合
意
で
す

か
ら
、
お
互
に
合
意
し
た
内
容

に
は
拘
東
さ
れ
ま
す
。
で
も
、

無
防
備
な
消
費
者
と
売
り
込
み

技
術
を
も
つ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と

は
実
質
的
に
対
等
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
威
売
法
‰

は
消
費
者
保
護
の
た
め
、
契
約

成
立
の
日
を
含
め
四
日
以
内
な

ら
ば
無
条
件
で
解
約
で
き
る
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
か
走
め
て

い
毒
呪
業
Ｗ
の
統
一
し
た
契

約
書
に
は
、
こ
の
制
度
の
説
明

も
さ
れ
て
い
康
司

必
要
で
な
い
も
の
を
買
わ
な

い
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
も
、
つ
い
契
約
を
結
ん

で
し
ま
っ
た
ら
、
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
制
度
か
莉
用
し
た
り
、
市

の
消
費
生
活
相
談
を
利
用
す
る

な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。（

商
工
観
光
課
）
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申
込
み
ご
あ
ん
な
い
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